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QUALICOAT 認証の紹介と現状
伊藤　朋成 *

* 一般社団法人軽金属製品協会内　QUALICOAT JAPAN 事務局

トピックス

１．クオリコートの成立と意義
　QUALICOAT とは建築用アルミニウムの塗装品質
を維持推進するため、1986 年に欧州で発足した民間
の国際機関（本部：チューリッヒ）であり、30 年以
上自主的に運営している世界的実績のある規格認証
制度を管理しています。QUALICOAT は、独自の品
質規格に基づいて、粉体塗料・前処理・塗装工程を総
合的に審査・認証し、建築用アルミニウム塗装品の
品質性能を保証します。QUALICOAT 本部は各国１
機関を GL（ジェネラル・ライセンシ―）として契約
し、この GL にその国における認証権限を委譲してい
ます。現在約 50 ヶ国、400 工場の認証実績があります。
　QUALICOAT 認証取得の意義はもちろん輸出を見
据えた将来の市場性を獲得することにあります。です
が QUALICOAT JAPAN（図１参照）としては認証
取得のための社内工程管理の整備もまた大きな意義
であると考えております。QUALICOAT 自体が ISO 
17065 に基づく高次な製品認証機関としての認証を取
得していることもあり、その審査は独立性・公平性を
有し、単に製品品質試験では終わらない、資材の認可・
工程管理まで含んだ網羅性に優れたものとなっていま
す。近年地域・規模を問わずリコールが多発する中、
こうした管理チェックも認証取得の副次的な意義とな
りうると考えます。

２．世界の現状
　昨年 30 周年を迎えたクオリコートですが、現在
50 ヶ国 400 工場、580 の塗料システム、90 の代替前
処理剤に認証・認可を与えています。
　各国のなかでも近年熱心なのは中国だと思われま
す。もともとドイツに拠点を置く試験研究会社 IFO 
CHINA とともに成長し、香港・広州を拠点に 17 工
場、57 の塗料システムの認証・認可を与え、セミナー
の開催・本部分科会への参加など積極的な活動を行っ
ています。2016 年の QUALISINO のプレゼン資料で

は「形材アルミの３分の１に当たる 380 万トンが粉体
であり、また形材以外を含む建材アルミに 20 万トン
の粉体塗料が使用された」と発表しています。

３．日本の現状
　一方日本では 2008 年に軽金属製品協会・日本パ
ウダーコーティング協同組合により QUALICOAT 
JAPAN が設立され、塗料と前処理剤の認可及び塗装
工場のライセンス認証事業を行っています。2011 年
に代替前処理剤（クロムフリー）として日本シー・ビー・
ケミカル㈱の「ケミボンダー 5500」を、2014 年に塗
装工場として（株）マルシンの松伏工場を第１号認可・
認証しています。また 2016 年にはリクシル・ベトナ
ム工場が QUALICOAT そして陽極酸化表面処理製品
認証である QUALANOD を取得しています。また、
その審査は QUALISURFAL という QUALICOAT と
は別組織に認定された試験機関が担うこととなります
が、日本では軽金属製品協会試験研究センター（図２
参照）が ISO 17025 に準拠し、QUALISURFAL に認
定された試験員が行います。もちろん QUALICOAT 
JAPAN は認証取得の相談も受け付けております。
　建材において、日本ではまだ溶剤塗装に比べ粉体塗
装が他国ほど普及していないため、粉体塗装そのもの
の理解を深め、メリットを訴求していくことも必要で
す。デベロッパーやゼネコン、あるいは官公庁・地方
自治体へも PR し、その環境性・安全性あるいは実績
を含めた品質性を広めようと活動しています。

４．QUALICOAT 規定とは
　現在第 15 版の QUALICOAT 規定「アルミニウム
建材に適用する液状塗装、粉体塗装の品質ラベル規定」
として和訳が QUALICOAT JAPAN ホームページよ

図１　QUALICOAT JAPAN ロゴ

図２　軽金属製品協会 試験研究センター（茨城県取手市）



12

パウダーコーティング　Vol.17 No. 4

りダウンロード可能となっております。規定のほかに
更新文書が補足・部分変更の意味合いで中間発表され、
次回改訂の内容へ加味されます。各国の事情を踏まえ
絶えず検証・改訂が行われています。
　QUALICOAT 認 証 に は 独 自 に 認 可 さ れ た 前
処理剤・塗料を使うことが必須ですが、その分、
QUALICOAT 規定「2. 試験方法及び要求性能」「3. 塗
装作業の規定」の中には塗装事業者としては簡略され
る部分があります。初見ではややこしい部分ではあり
ますが事業者・塗料製造会社の責任分界がはっきりし
ている点も QUALICOAT の特徴といえます。規定よ

図３	 広報資料「アルミ建材の塗装には環境に優しい粉
体塗装を」

りもまずは広報資料「アルミ建材の塗装には環境に優
しい粉体塗装を」をご覧いただけますと幸いです（図
３参照）。

５．製品協会規格とは
　一方、国内における建材粉体塗装規格としては軽金
属製品協会規格「アルミニウム合金製建築材料　粉体
塗装性能評価方法」（委員長：近藤照夫 ものつくり大
学名誉教授）が 2016 年に第２版発行となっています。
日本国内での実情を踏まえ、より客観的な評価方法を
提示しています。

６．４. と５. の違い
　製品協会規格に準拠した製品を作る塗装事業者が
QUALICOAT 認証取得を企図する場合、下記が障壁
となりえます。
ア . 規格の技術的な差異への対応
イ . 認可塗料の購入・試験機の購入など費用的な問題
ウ .QUALICOAT 特有の加工工程管理の整備
　しかし既に製品協会規格に準拠した日本企業であれ
ばアやウの障壁は決して高くなく、QUALICOAT の
メリットとイの費用を比較し検討することとなりま
す。
　近年品質や安全性への要求が高まる中、リスクマネ
ジメントの意味で加工工程を見直し、QUALICOAT
認証の中で各社のノウハウをブラッシュアップするこ
とができると QUALICOAT JAPAN は考えています。
そうした意味で建材の粉体塗装において貢献ができれ
ばと考えております。

※付録として QUALICOAT 認証と製品協会規格の比
較早見表をつけております。
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粉体塗装、粉体塗料の関連報文、公開特許から見る技術動向

粉体塗装、粉体塗料の関連報文、公開特許から見る

技術動向（2017 年前半）
日本パウダーコーティング協同組合　事務局

隔号掲載

　2017 年度の粉体塗装研究会セミナー（第１回～３
回）において、「粉体塗装」Volume 43（No.1，No.2，
No.3）で紹介された粉体塗装、粉体塗料関連の世界最
新情報（16 年 11 月～ 17 年４月発行分）は 41 件であっ
た。また同時に紹介された公開特許速報（16 年 11 月
～ 17 年４月）は 25 件であり、その内訳は塗装関連
11 件、塗料関連 14 件であった。なお同時期に特許化
し特許公報されたものは 10 件（塗装８件、塗料２件）
であった。
　紹介された報文要約をもとに内容を５分野に分類
し、塗装現場で役立つ情報の提供を念頭に報文を選定、
サマリー化し記載した。

１．世界の最新情報（報文）の内容調査と分類
　41 報文につき 内容別の分類、発表先（国別）など
で区分し表１に記した。
　今回掲載された内外 41 報文の内訳を整理すると以
下のようになる。

（1）	昨年の同時期が 56 件でしたので今期 41 件は少な
い。

（2）	41 件中の国内発表は 23 件で 56％を占める。中で
は基本研究分野が７件と比較的多いが今回は各分
野に分散している。外国ではオランダが９件、ア
メリカが６件と比較的多く、分野的には基本研究
と塗料と原料に関するものが多かった。

（3）	日本の報文は引き続きアルミ建材関連やフッ素系
塗料のものが目立つが、以前に比べると減ってき
ていることから一段落着いた感は見受けられる。
海外報文では原材料の基礎研究分野が目につく。

　粉体塗装関連特許速報では、
（1）	塗装関係では富士ゼロックス（株）４件、旭サナッ

ク（株）２件と多く、（株）川熱からも１件出されて
いる。

（2）	塗料関係では旭硝子（株）８件と、富士ゼロックス
（株）３件が目立った。

　粉体塗装及び粉体塗料関連特許公報では、富士ゼ

ロックス（株）、神東塗料（株）、旭サナック（株）から
各１件掲載されている。

２．塗装現場で役立つ報文の紹介 
2.1　塗装機設備関連
1）	詰まり検知機Ⅱおよびマルチレベルセンサーを活

用した塗料供給装置　関根清志、中村哲（日本パー
カライジング）　日本パーカライジング技報　No. 
29, Page 64-67（2017.01.01）

	 日本パーカライジング（株）からの粉体塗装用塗料
供給装置についてのご紹介。粉体塗装における固
有の問題である粉詰まりを検知するシステム及び
マルチレベルセンサを配備する装置に関して解説
している。

2）	静電塗装機器に適用される ATEX 指令の整合規格　
栁田建三（旭サナック（株））　静電気学会誌　Vol. 
40, No. 3., Page 142-147（2016.05.31）

	 静電塗装機器は防爆安全構造が必要で、現在欧州
の ATEX 指令の整合規格に準拠して設計・製造さ
れている。この ATEX 指令の整合規格の概要や解
説をしている。

2.2　塗料関連
1）	紫外線硬化パウダーコーティングの UVLED 及び

硬 化　KNOBLAUCH Michae F,VANAMBURGH 
Robert,HAUSER Brad (KeylandPolymer) Asia 
Pacific Journal　Vol. 29, No. 4, Page 41-43（2016.08）
英国

	 紫外線（UV）硬化パウダーコーティングに対する
UVLED の利用について述べられている。UVLED
ランプは発生するスペクトルの波長が 385,395、ま
たは 405 nm 単一であり、利用できる可能性を有し
ているとある。

2）	屋外耐久性アルミニウム表面処理の国際的品質認
証制度　菊池哲（Qualicoat Japan）　アルトピア　
Vol. 46, No. 10, Page 9-20（2016.10.15）

表１　報文の分類結果

日本 米国 英国 蘭国 独国 合計
Ⅰ基本研究 7 3 1 4 15
Ⅱ粉体塗装 ･ 被塗物 5 1 1 1 8
Ⅲ塗装機 ･ 装置 3 1 4
Ⅳ塗料 ･ 原料 ･ 処理 3 2 4 9
Ⅴ技術総論 5 5
合計 23 6 1 9 2 41
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	 陽極酸化皮膜、陽極酸化塗装複合皮膜及び着色皮
膜の日米欧の規格・認証制度及び日本の審査機関
を紹介している。

3）	蔗
しょとう

糖由来のモノマーからの非晶質ポリアミド
コ ー テ ィ ン グ 樹 脂　Velthoven Jukieen L.J. 他

（EindhovenUniversityof Technoligy）Journal of 
Coatings Technology and Reserch　Vo. 13, No. 4, 
Page 613-622（2016.07）米国

	 パウダーコーティング用途及び溶媒コーティング
システムにおける評価用のバイオベースポリアミ
ドの合成について報告している。開発されたバイ
オベースポリアミド樹脂はパウダーコーティング
用バインダー樹脂としての使用に有望であると結
ばれている。

4）	電気化学的方法により研究した塗膜性能に及ぼす
亜鉛モリブデンホスファート色素の影響　Molina 
J.,Izquierdo R 他　Progress in Organic Coatings　

Vol. 97, Page 244-253（2016.08）蘭国
	 鋼上の粉体塗料の耐食性に及ぼす、亜鉛モリブデ

ンホスファート色素の添加の効果を電気化学的に
研究。この色素を組み込んだ粉体塗料は、顔料の
バリヤ機能と防食作用の両方に起因する優れた性
能を示したとある。

３．まとめ
　全体的に粉体塗料・塗装に関する研究は塗料・塗装
共に一段落した感がある中で、少し気を引くものにつ
いて前項 2 においてご紹介をしています。
　平成 29 年度もこの号が発行される時分は半年が終
了。近々４年の４～７月を比較すると粉体塗料の生産
量、販売量共に横ばい傾向である（表２を参照下さい）。
　今期に入っての当組合の各種会合時の話の中でも、
同じように良くも悪くもない横ばい状態とのご意見が
多く寄せられています。

表２

粉体塗料生産量（トン）（熱可塑型含む）
４月 ５月 ６月 ７月 ４ヶ月合計

平成 26 年 3081 2805 3039 3251 12176
平成 27 年 3108 2618 3165 2908 11799
平成 28 年 2873 2574 2971 2793 11211
平成 29 年 2749 2674 2792 2965 11180

粉体塗料（出荷）販売量（熱可塑含む）
４月 ５月 ６月 ７月 ４ヶ月合計

平成 26 年 3603 3291 3519 3826 14239
平成 27 年 3780 3532 4196 3766 15274
平成 28 年 3856 3544 3947 3718 15065
平成 29 年 3657 3813 3747 4035 15252

以上参考データとして経産省工業統計を使用（日塗工統計）
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ABA中部地区第３回勉強会（富山）
ABA専務理事　近藤　旭 *

* 株式会社マルシン代表取締役

トピックス

１．はじめに
　アルミニウム合金材料工場塗装工業会（以下、
ABA と記す）では韓国視察、ベトナム視察と２回の
海外視察の際にも日本パウダーコーティング協同組合
の季刊誌に視察記を掲載して頂き、今回は３度目の投
稿機会となる。
　2014 年２月の創立以降、20 社の塗装会社正会員を
持つ工業会としての主要な活動は、工場等視察（上述
の２海外開催地の他 2014 年７月には米国屋外暴露試
験場実態調査もあり）、展示会出展による工業会の活
動広報宣伝を行い、本業では建材・工業製品を中心に
化成処理の重要さと環境に配慮した塗装仕様の確立と
実践をめざして日々各社研鑚を積んでいる。
　また、創立総会や第２回の旭サナックでの勉強会を
皮切りに、関東・中部・東北各地区で勉強会を度々開
催している。
　今回は勉強会と工場視察を併催する形で、中部地区
第３回勉強会を企画させて頂いた。その勉強会の内容
は過去の勉強会開催時の参加者アンケートにおいて要
望の多かった、塗装の対象であるアルミニウム合金の
素材や表面処理に関することが主である。
　また勉強会では ABA の直接的・間接的ユーザーで
ある企業各社にも参加頂くことにより、ABA に対す
る認知度向上を目指すとともに、普段あまり接しない
塗装関連の知識を理解いただくことを目的としてい
る。このため、今回はより多くのユーザーの方に参加
して頂こうと考え、海外ではなく国内で、そして多く
のサッシ・カーテンウォールメーカーが集積し、アル
ミニウム製品の年間出荷額が全国一である富山県での
開催が最適だと判断した。
　勉強会の翌日には、三協立山（株）三協アルミ社お
よび YKK AP（株）の関係者に当勉強会の主旨へのご

理解を頂き、上記２社の他、三協アルミ社の子会社で
ある三精工業（株）を合わせた全３社の見学が実現し、
アルミニウム製品の溶解、鋳造、押出、表面処理およ
び加工、組立の工程、及び粉体塗装の化成処理・塗装
を視察した。

2.1　勉強会のプログラム
　本勉強会のプログラムは表１に示すとおりである。

2.2　工場視察の対象
　上記のように、以下の３企業・５ヶ所を視察。
（1）三精工業（株）　有磯工場
　鋼製商品陳列棚板の加工および粉体塗装の工程

（2）三協立山（株）　三協アルミ社　射水工場
アルミニウム合金の押出工程および表面処理の
工程

（3）YKK　AP（株）　越湖製造所
　アルミニウム部品の組立および塗装の工程

（4）YKK　AP（株）　黒部製造所
　インゴット溶解からビレット鋳造の工程

（5）YKK　AP（株）　センターパーク（丸屋根展示館）
押出及びファスナー事業に関する展示資料の見
学

2.3　講演会・工場見学への参加状況について
　第１日目に開催した講演会では ABA の正会員およ
び賛助会員の企業から 46 名が参加、さらに関係企業
から 45 名の一般参加があり、総勢 91 名に参加頂いた。
一般参加企業は主に金属の加工業や建材メーカーの
方々である。 
　また２日目の工場視察では ABA の正会員企業およ
び賛助会員企業 39 名が参加した。

表１　勉強会のプログラム

７月 12 日：講演会
日　程 内　　容 担当者
13：30 開会挨拶

ABA 紹介・活動報告
ABA 会長	 宮越　一郎
ABA 専務理事	 近藤　旭

13：50 アルミニウム素材について YKK AP（株）表面技術室長	 伊井　敏彦氏
14：30 アルミニウムの表面処理について 三協立山（株）技術部 部長	 宇野　清文氏
15：10 各種粉体塗装システムと建築用シーリング材との接着性 office OHSAWA 代表	 大澤　悟　氏
15：55 休　憩
16：10 環境に配慮した塗装仕様の標準化 ものつくり大学　名誉教授	 近藤　照夫氏　
17：40 質疑応答
17：50 閉会挨拶 ABA 常務理事	 大塚　明朗
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3.　講演の概要
3.1	 アルミニウム素材について（YKK AP（株）

伊井氏）
　フランスの科学者 A.L ラボワジェによって、明ば
ん石が金属の酸化物であるとする説が発表されて以
降、電解精錬法が確立されて、現在におけるボーキサ
イトからアルミニウムが製造されるまでの歴史を解
説、また鉄に比べ軽量で耐食性に優れ、かつ鋳造のし
やすさおよび加工性、表面処理性が優れるなどの特徴
を有すため、1950 年頃からアルミニウムサッシが普
及し、エクステリア製品やカーテンウォール、現在
では車両ボディに利用されるまでになったと説明が
あった。
　その他、押出加工についての製造工程、ホロー材の
押出方法や金型の調整法、熱処理、建築形材に使用す
る 6063 合金の優位性などの説明もあった。

3.2	 アルミニウムの表面処理について（三協立山
（株）宇野氏）

　アルミニウム産業は富山県を代表する産業であり、
高峰譲吉博士による富山県の水力発電等に着目した一
大アルミ産地化構想によって誕生し、日用品や建材等
の様々な製品展開を経て、現在のような総合的アルミ
産業の地域になった経緯があることを解説された。
　また、アルミニウム建材には、外観意匠、耐候性等

の化学的性質、強度等の物理的性質および経済性が求
められ、これらを満たすために他の素材等と複合化す
る必要があり、その代表例である陽極酸化皮膜処理に
ついて説明があった。皮膜の表面が硬いという長所の
半面、アルカリ等の薬品に弱く、長期使用で干渉色が
発生しやすく、色調が限定されるという短所も持ち合
わせていると説明があった。
　特に強調していたのは陽極酸化塗装複合皮膜は陽極
酸化皮膜にクリヤー塗装を施したもので、JIS H8602
によって性能区分等が規格化され、製品が安定してい
るということ。昨今のトレンドとして電着クリヤー後
に木目化粧シート仕様が流行しているとのことだっ
た。
　結びには、今後、陽極酸化皮膜処理と粉体塗料によ
る仕様への期待感を述べられた。

3.3	 各種粉体塗装システムと建築用シーリング材
との接着性（office OHSAWA大澤氏）

　アルミニウム建材関連では環境に優しい粉体塗装シ
ステムに注目が集まる一方、粉体塗装とシーリング材
の接着耐久性評価に関する研究報告が少ない点に着目
され研究を開始されたとのこと。
　外装用アルミニウム建材に適用するシーリング材で
は、一般的である２成分形変成シリコーン系、工場シー
ルに使用される２成分形ポリサルファイド系、１成分
形ポリウレタン系、さらに今後期待される２成分形シ
リル化アクリレート系シーリング材と、比較用に２成
分形シリコーン系を取り上げ、粉体塗装システムと溶
剤系塗装システムにおける引張接着性試験および耐久
性試験の評価結果を解説された。

3.4	 環境に配慮した塗装仕様の標準化（ものつく
り大学名誉教授近藤照夫氏）

　アルミニウム合金材料に対する工場での環境配慮
形塗装仕様とは陽極酸化皮膜処理もしくはクロムフ
リー系化成皮膜処理を適用した上での粉体塗料を塗装
することであり、その論拠として日本建築仕上学会で
2006 年から続く研究開発と（一社）軽金属製品協会に
おいて 2009 年から続く粉体塗料を題材とした委員会
活動を紹介。この 10 年以上にもわたる研究の中で 50写真１　YKK AP（株）　伊井氏

写真２　三協立山（株）　宇野氏 写真３　office OHSAWA　大澤氏
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件以上の口頭報告があり、ABA を中心とした海外視
察と軽金属製品協会の委員会における実験結果をまと
めた審査論文１件も説明して頂いた。
　陽極酸化処理皮膜処理や三価クロム系処理薬剤が従
来の溶剤塗装及び多くの硬化系のポリエステル系粉体
塗料に対し優れた付着性等を有す一方、ある種の硬化
形ポリエステル塗料が耐候性や耐水性に対して建築
材料としては物足りない点を示された。また、昨今上
市されているフッ素含有の粉体塗料も優れた耐候性を
示す一方で、クロムフリー系化成処理薬剤に対しては
メーカーや薬剤の種類によって性能差や各種粉体塗料
との相性があることに言及し、学会等による研究を離
れ、我々のような塗装業者がその組み合わせなどのノ
ウハウを蓄積する段階に入ったことを述べられた。
　講演の最後には、最近取り沙汰されている特化則（現
在は特定化学物質障害予防規則）への対応に関して、
日々変わる規制に対し、安全に対する日進月歩の研究
開発を怠ってはいけない、とお話しされた。

4.　工場視察
4.1　三精工業株式会社
　鋼製製品やアルミニウム製品を中心として、加工か
らめっき、塗装、組立までの製造をしている。本社工
場および有磯工場の２工場を有し、塗装設備としては
溶剤塗装ライン３ラインと粉体塗装２ラインを有して
いる。
　今回の視察では、店舗用什器の加工から粉体塗装、
梱包までを一貫して、効率的に実施する有磯工場加
工２課棚板班を視察。ロール状の鋼板から製品が自動
機により連続的に加工され、リン酸鉄系化成皮膜処理
後、連続したコンベアラインに沿って塗装ブースへと
搬送、梱包までもが自動化されていた。塗装工程では
対象物に表側５ガンと裏側５ガンのレシプロ式塗装機
で塗装していた。特定の製品を大量に生産するための
ライン速度、吐出量などの調整をし、また塗装ライン
の脇には品質ボードが設置されて、塗装機の条件設定
値や完成品の抜き取り検査結果記録などが時間毎に記
入されていて品質管理の状況の高さが確認できた。

写真４　ものつくり大学　近藤氏 写真５　三協立山　集合写真

4.2　三協立山株式会社　三協アルミ社　射水工場
　富山軽金属工業（株）として 1969 年に設立され、
2001 年には三協アルミ（株）と合併をした後、三協マ
テリアル（株）との分社化と合併を繰り返して、2012
年に現在の三協立山（株）三協アルミ社射水工場となっ
た。押出設備および表面処理設備を有して、アルミニ
ウム合金の押出および陽極酸化皮膜処理と電着塗装な
どを製造している。
　射水工場には 1500 ～ 6000 トンの形材押出機が 15
基設置されており、その中でも大型の 6000 トン押出
機による押出工程を第 5 工場棟で見学。押出加工に入
る前にビレットを加熱する工程は 500℃程度で加熱さ
れており、この日の富山は晴天で前日は全国的１位の
暑さだったため、工場は更に熱かった。我々塗装会社
も普段暑い中で仕事をしている業界の一つだと思って
いたが、ここは比較にならないほど暑かった。
　表面処理工程では、定尺寸法で縦吊りにして処理さ
れており、海外で見るような大型の設備で大量生産さ
れていて圧巻だった。その上、熟練従業員による検査
工程の他、センサーによる外観検査もされるなど、日
本流の丁寧さが随所に見られた。

4.3	 YKK AP株式会社　黒部越湖製造所　黒部製
造所

　1934 年に東京都日本橋にサンエス商会を設立して
ファスナーの加工・販売に始まり、1955 年には黒部
市に黒部工場を稼動させて、1961 年頃からアルミニ
ウム建材の生産を開始した。
　最初に見学した黒部越湖製造所では、アルミニウム
建材に使用されるクレセントやハンドル、ロック部品、
樹脂部品を組立て生産していた。ここでは人間による
手作業はほとんど見当たらず、ほぼロボットにより自
動化され、随所にセンサーが組み込まれており、規格
外の製品は自動的にエラーで弾き出されている。塗装
ラインも同様にセンサーとロボットを利用して、塗装
枠へ小物部品の吊り掛けしており、徹底した自動化が
見られるが、問題点は、異常時の修復に時間を要する
こと、またロボットを原点復帰させる際に互いが緩衝
しないように十分な注意を払わなければならないこと
などと説明があった。
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写真６　YKK AP　工場見学時

　黒部製造所ではビレットの製造がされており、大き
な溶解炉が設置され、溶解炉の後はビレットが完成し
て出てくる様子を見ることができた。

4.4　YKK AP株式会社　センターパーク
　創業 75 周年を記念して、黒部事業所内の 50 ビル周
辺エリアに吉田忠雄記念室や展示ホール、技術の歩み
を紹介する丸屋根展示館、さらには森の再生を目指す
ふるさとの森が 2008 年から整備され、2009 年から一
般公開されている。
　丸屋根展示館と隣接するカフェ＆ラウンジで緑を感
じながら休憩をした後、ファスナーやサッシ窓の製造
方法およびそれらの歴史や技術に関する展示を見学し

たが、その陳列方法や展示の仕方は大企業ならではの
豪華さ。特に建材のカーテンウォールへの事業展開の
展示コーナーは小職が最近見たものから海外での採用
例なども使用したファサードの断面図や模型付で展示
されており、非常にわかりやすかった。

4.5　あとがき
　小職としては海外でのサッシ押出工程やアルミニウ
ムの鋳造などの製造工程は実際に数多く見てきたが、
国内メーカーは見たことが無かった。見学中驚嘆した
ことは、工程一つ一つにレベルの高さや丁寧さ、品質
の高さ、細かい表示・見える化が進められ、工場はい
つ見学者が来てもいいような形で整理整頓されてお
り、見学した３社共にやはり国内でのトップメーカー
＝世界のトップメーカーだと再認識させられた。
　初日の勉強会もまた盛況で終わり、参加者も普段聞
けない、今さら聞くのも恥ずかしい、というような基
礎知識を学習ができた他、実際の製造工程を見れたこ
とがより知識の理解度を深める形となったと思う。
　勉強会後の懇親会においても多くの方に参加いただ
き、交流を楽しみ、普段各地方にいる正会員・賛助会
員同士の情報交換として、ABA の存在意義も非常に
価値の高いものとして皆様認識されているとのこと
だった。これからも引き続き会員に有益な情報や勉強
会を提供していきたいと思う。
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